


Ⅲ 実 験結果

写真
-2～ 4は 、円錐台型 (鉄筋フレ

ーム)か よび角

錐台型 (鉄筋フレ
ーム、ラス鋼フレ

ーム)の大型ベアリ

ングプレート用布型枠の設置状況を示したものである。

鉄筋フレ
ームを使用したタイプでは、モルタルの注入

rCより布型枠が球状に膨張する動きをフレ
ームが適度に

拘束し、フレ
ームの形状と同様な形の大型ベアリングプ

レートを成形したoま た、地山との密着面積はフレ
ーム

に囲まれた面積と同等のものであったo(写 真
-5、 6)

ラス鋼フレームを使用したタイプでは、フレ
ームの剛

性が小さいため、布型枠の膨張を拘束できず、フレ
ーム

が変形し、最終的には、フレ
ームの形状よりも球形に近

い形の大型ベアリングプレ
ートを成形した。また、地山

との密着面積も鉄筋フレ
ームのタイプに比べて小さくな

った。

地山の凹凸に対する大型ベアリングプレ
ートの密着性

を調べるため、ベニヤ板に木片を打ちつけ、実験を行な

った。その結果、鉄筋フレ
ームのタイプでは、木片の形

状に沿って布型枠が変形し、密着性は良い結果を得たo

スチールファイバ
~の 有無は、モルタル注入作業に支

障をきたすことはなかった。ただし、モルタルのワ
ーカ

ビリティーには十分な配慮が必要であり、スランプ18"

程度のモルタルでは注入困難となったo

Ⅳ ま とめ

自己成形型大型ベアリングプン
ートは、特殊な施工機

械を使用することな〈、現位置で簡単に施工することが

できる。大型ベアリングブレ
ートを所定の形状に成形す

るには、フレ
ームにモルタルの注入圧に対する反力およ

びモルタルの自主をささえるだけの岡ウ性が必要である。

フレームに必要な岡1性があれば、地山の凹凸に沿って布

型枠は密着する。

V か わりに

写真
-1 トンネル模型 写 真

-2 円 錐台型布型枠

写真-5モ ルタル注入後の
円錐台型布型枠

モルタル注入後の
角錐台型布型枠

今回の実験により、フン
ーム付の布型枠にモルタルを注入することにより、自己成形型の大型

ベアリングブレー

トの施工が可能であることが確認できたo今 後は、地山との密着性をより高める工夫、プ
レートの重量、形状、と

施工性との関係、モルタルの配合とプレ
ートの強度との関係などを明らかにしてい〈必要がある。また、大型ベア

リングプンートは、 トンネルだけでなくロックボルトを使用する他分野への応用も期待できると思われる。

最後に、この実験にあたり御協力を頂いた旭化成工業彿の関係各位1/C感謝致します。
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表
-2 モ ルタルの配合
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60 100 287 480 43〔 0.6

布型枠

写真
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